
Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　問題の所在

　集落に近い林野は農用林・薪炭林・用材林とし

て多面的な利用がなされ，利用者に再生産資源や

現金収入をもたらす経済的空間であった。加え

て，そのような林野は子供の遊び空間であった

り，内部に宗教的施設が存在していたりすること

も多かった。つまり，林野は経済的な空間を中心

として，様々な性格をもった空間から重層的に構

成される空間であった。また，それは個々の家だ

けで所有されていたのではなく，共有林として管

理されることも多く，集落全体の生活に強く結び

ついていた存在であった。現在でもなお，集落周

辺の林野では，人為的に萌芽更新のなされた，根

元から幾本もの幹が伸長した樹木が確認できる

が，これはかつての人と林野の関わりを今に示す

ものといえる。

　しかし，周知のとおり，第二次大戦後の燃料革

命，営農形態の近代化，農業人口の減少，木材の

価格低迷などにより，これらの林野に対する十分

な利用・管理が行われなくなり，その経済的機能

は相対的に低下していった。この結果として，

ブッシュ化や都市的土地利用への転換など，景観

的に劇的に変化した林野も少なくない。それらの

なかにあって，現在も林野から得られた落ち葉な

どの再生産資源を利用した農業を行う地域は存在

している。犬井（１９８２，１９８８�，１９８８�）����は，武

蔵野台地や那須野原台地の農村を対象として，営

農形態の変化に伴う平地林の利用変化や残存の状

態を明らかにした。

　一方，林野の利用が減少し，その景観も荒廃・

改変が進む中，これらの集落に隣接する林野を

「里山」として位置付け，その保全を推進する「里

山づくり」や「里山保全」などの活動も表面化し

た��。この動向の活動母体の多くは，ボランタ

リーベースで活動を行う「市民」であり，その活

動は行政・地権者・事業者との協力関係のもとに

行われている��。杉谷（２００１）が指摘するように，

これらの活動により「里山」は身近な自然を代表

する景観となり，その保全活動は一般性と都市住

民のニーズを獲得するに至っている��。「里山」の

保全活動については，浅野（１９９８）����が林野所有

者の意識調査をもとに，市民主体の里山づくりの

可能性と課題を明らかにしている。

　林野の経済的な機能に着目した犬井の研究か

ら，市民参加の里山づくり活動に注目した浅野の

研究への潮流は，林野という空間の機能変化を如

実に表したものと言える。そこで，本報告では長

野県茅野市小泉山とその周辺集落を対象地域とし

て，集落に近い林野の空間機能に着目し，その空

間機能が現在に至るまでどのように変容してきた

かを，その地域的背景ふまえ明らかにすることを

目的とする。
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Ⅰ－２　研究対象地域

　長野県茅野市は諏訪盆地の南東部，八ヶ岳の西

部に位置する（第１図）。市街地や主な集落，耕

地などは標高７７０�から１２００�の裾野に展開する。

市の総面積は２６５．�８８平方��で，うち５７％を林野・

原野が占める。茅野市は１９５５（昭和３０）年の９町

村合併により現在の市域を形成した。合併以降，

茅野市は諏訪盆地の都市群の一角，また，蓼科・

白樺湖などの観光地を擁する高原観光都市として

発展し，２００２年現在の人口は５５，�７５４である（第１

表）。小泉山の立地する玉川地区は，市内におい

て最も高い人口増加率を示す地区である。この背

景として，１９７０年代から現在まで断続的におこな

われている住宅団地の造成���があげられる。相次

ぐ住宅団地の造成にともない，玉川地区は急激な

人口増加を経験し，景観上でも集村状の旧集落，

住宅団地，耕地が混在するようになっている。

　本報告の対象地域である小泉山（１０６９�）は，

茅野市街地の外縁部に位置し，東に並ぶ大泉山

（１１１４�）と同様に八ヶ岳連峰の残丘である（写真

１）。両山ともに平坦地との比高は１５０�前後であ

り，緩斜面上に独立するその山容から，市のラン

ドマークの一つとなっている。小泉山北麓には赤

岳東部に水源を発する柳川が西流しており，粟沢

集落北部で上川と合流し，諏訪湖に流れ込む。小
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第１表�茅野市における人口の変化（１９５５�
２００２年）

第１図�研究対象地域

人口増加
率�（％）����

２００２年１９５５年
地区

人口世帯�人口世帯
２９．２１１０８４�４４１０�７８４３１８１０ち　の���
４５．３１１２８９�４０１８�６１７６１２７５宮　川���
２７．０�３０５３�１０２１�２２２９���４８８米　沢���
２２．０�４６２５�１７９６�３６０６���７７４豊　平���
５４．７１０４９０�３５３６�４７５６���９８１玉　川���
－１８．６���２１５５��６４６�２５５５���５３１泉　野���
１８．４�３１３３�１０８７�２５５５���５３６金　沢���
�２．２�２９８２��９５４�２９１５���６２５湖　東���
１３．７�３９４１�１７１３�３４０３���７９７北　山���
－�３００２�１０８０－��－中大塩��

３５．４５５７５４２０２６１３６０３８７８１７計
注．１）（２０００年�１９５５年）��２０００年×１００
　�２）１９７５年以降に造成された新興住宅地であるため
　　　��１９５５年の集計が無い．

資料：『茅野市の統計　平成１４年度版』



泉山の植生は，人間の生活の影響を大きく受けて

おり，代償植生となっている。代表的な樹種とし

ては，カラマツ，アカマツ，クヌギ，コナラが挙

げられる。

　現在の小泉山は合併以前の旧村界を受け継いだ

豊平地区と玉川地区の２つの行政地区にまたがっ

ており，周囲には旧豊平村の集落である下古田，

上古田，御作田，旧玉川村の集落である粟沢，中

沢，田道などの集落���が存在する。地理的に複数

の集落に囲まれていることから，小泉山の林野は

周辺住民によって多面的に利用されてきた。ま

た，小泉山に関する巨人伝説や「火とぼし」と呼

ばれる民俗行事が今もなお伝承されている。この

ような伝承が現在まで残っていることも，小泉山

と周辺住民の生活とのつながりの深さを物語るも

のといえよう。

Ⅱ　小泉山における林野の空間機能の変遷

Ⅱ－１　土地所有の画定

　小泉山は近世を通じて周辺集落の入会地として

機能していた。しかし，近代以降の官民有区分と

木材需要増加による造林・営林の強化により，そ

の様相は大きく変化した。長野県においては，

１８７５年（明治７年）の県令により「林野入会慣行

成蹟原由取調書」の提出命令がなされ，これに基

づき官民有区分が行われた��。茅野市域において

は，古田山や南大塩山などが官有地に編入された

が，小泉山については，住民の所有権が立証され

たため，官有地とされることは無かった。また，

下古田，上古田，御作田，粟沢，中沢，田道の各

集落は１８８９年（明治２２年）に財産区を設置してい

るが，第２図にしめした現在における小泉山の土

地所有は官民有区分に際してその原型が作られ，

町村合併を機に登記がなされ，後述する財産区有

林の区画確定を通じて明確化されていったと考え

られる。

　続いて，１８９７年（明治３０年）における国の「森

林法」や１９０１年（明治３４年）における県の「公有

山林取締規則」・「公有原野整理規則」の発布によっ

て，入会権の解消が進み，公有林野における造

林・営林が強化されるようになった。これをうけ，

小泉山周辺の集落から営林方法について，県へ届

出がなされた。まず，南斜面の田道集落では１９０４

年（明治３７年）に営林方法に関する県への届出が

なされている��。続いて，１９１７年（大正６年）に

上古田・下古田・御作田の三区による「小泉山造

林規約」が提出されている。これによって造林地

の画定，旧造林地の落葉・下草取得についての規

約が定められた。旧造林地の策定された時期は定

かではないが，田道区と同時期になされたと考え

られる���。

　財産区有林の区画策定については，１９３１年（昭

和６年）上古田・下古田・御作田の三区が「小泉

山分割協定書」を結んだ���。これにより，三区間

の土地境界の画定と，これまで共有されていた土

地の所属の明確化が行われた。また，それぞれの

財産区の面積は各集落の戸数に応じて分配され

た。西斜面の粟沢財産区有林と南斜面の私有地の

形成については，詳細は不明であるが，これらの

入会権の解消と造林への時期と平行して進んだと

考えられる。

Ⅱ－２　小泉山林野の空間機能

１）経済的空間機能

　近世において入会林野であった小泉山は農業や
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写真１�小泉山の遠景
� 南部より撮影。小泉山の周囲には写真中

にあるような新しい住宅地が多く形成さ

れつつある。（２００４年５月撮影）



生活のための再生産資源を供給したり，木炭生産

の原料供給地として現金収入をもたらしたりす

る，経済的な空間であった。近世，小泉山を含め

た周辺林野では「山定め」とよばれる入会慣行が

取り決められ，厳重な管理が行われていた。例え

ば，山に入る時期は彼岸を中心に定められてお

り，草や刈敷の採集は春彼岸から秋彼岸まで，柴

刈は秋彼岸から春彼岸まで，と採集物の取り決め

がなされていた。春彼岸後の草・刈敷採集に関し

ては，周辺集落の山元と呼ばれる山役人達の協議

により入山の解除日が決められていた。この入山

解除日は山の口と呼ばれており，たいてい田植え

直後に定められることが多かった。採集物の輸送

方法についても，一人一往復という規則が決めら

れていた。馬による輸送においては，馬札が渡さ

れ，札無しの馬は入山が禁止されていた。近代に

おける土地分割後も，時代の趨勢にあわせ，これ

らの入会慣行は形を変えながら各財産区に継承さ

れていったが，化学肥料や家庭燃料の導入によ

り，徐々に衰微していった。

　一方，これと入れ替りで，小泉山においては造

林が進行し，小泉山には新たに木材供給地という

経済的機能を付与されることになる。特に昭和戦

前から高度経済成長期にかけて多く植樹されたの

は，伸長が早く，林業上の生産性が高いとされる

カラマツである���。戦中には供出のため樹種を問

わず，皆伐が行われ，皆伐跡にはカラマツが植樹

されていった。この植樹政策により，これまでの

アカマツを中心に，クリ，コナラ，クヌギ，シラ

カンバなどから構成される財産区の林野はカラマ

ツが卓越する植生へ変化した（写真２）。しかし，

昭和４０年代から外材輸入が本格化し，安価な木材

が市場に供給されるようになったこと，曲がり・

ねじれなどの狂いが生じやすいカラマツが木材加

工の現場から敬遠され始めたことなど，構造的な

要因によりカラマツの価格が低迷し，カラマツに

覆われた小泉山の財産区有林は経済的にほぼ無価

値になってしまった。現在の各財産区有林におい

ては，下草刈・枝打ち・間伐等の手入れが年１～

２回行われるのみで，カラマツに限らず，いずれ

の樹種においても木材利用はほぼ皆無である。

　以上のように，小泉山における各財産区有林は
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第２図�小泉山における土地所有形態（２００４年）
� 資料：小泉山体験の森創造委員会資料



カラマツを中心とする林野へと変化していった

が，私有林では事情が異なっていた。財産区有林

と同様に，草・刈敷採集や木炭生産は行われてい

たものの，私有林において，特に卓越したのが桑

畑であった。

　明治初期の小泉山周辺においては，自給的な養

蚕が既に行われていた．その後，１８８１年（明治１４

年）には，豊平村において細川製糸と長田製糸が機

械製糸を開始しており，周辺集落から繭の買入を

行っていた。１８９０年代後半から１９００年代前半にか

けて，水田の桑畑化や共有山の分割・開墾により，

桑園の面積は大幅に拡大し，１８９６年（明治２９年）の

玉川村と豊平村の桑畑面積はそれぞれ，５１．�３町，

５４．２町であるのに対し，１９１０年（明治４３年）には，

�２２２．８町，１７３．３町までに拡大している．茅野市

域，および小泉山周辺における養蚕の最盛期は

１９３０年代前半にあり，�１９３０年（昭和５年）には過去

最高の収繭量を示した。この一連の過程の中で，

私有林の卓越する小泉山東部と南部に桑畑が造成

され，山の中腹まで段々畑が造成された（写真

３）。戦時中の供出による皆伐と重なる時期にお

いては，小泉山はほぼ禿山に近い状態であったと

いう。

　しかし，慢性的な不況が続く昭和戦前期におい

て，生糸相場は下落の一途をたどり，戦中・戦後

の食糧自給確保による桑畑の整理奨励ともあい

まって，茅野市域及び小泉山周辺の養蚕は１９５０年

（昭和２５年）に過去最低の収繭量を記録するまでに

衰退した（第２表）。その後，反収が稲作よりも

有利なため，一時的に養蚕が復活したこともあっ
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写真２�山中のカラマツ林
� 財産区有林にはカラマツが卓越する。写

真中の林においては比較的手入れがなさ

れており，林床まで日光が届いているこ

とがわかる。（２００４年５月撮影）

小泉山周辺集落��玉川地区豊平地区茅野市
年

収繭量��桑面積�（��）戸数収繭量��桑面積�（��）戸数収繭量��桑面積�（��）戸数収繭量��桑面積�（��）戸数

－－－１８１．９－－１５３．５－－１０６４．８－－１９３０

－－－�９１．３－－�７８．９－－�６６９．５－－１９３５

－－－１２９．５－－�９６．９－－�８７２．９－－１９４０

－－－�２０．１�７９．８３５４�１４．２�８３．７３３２�１８４．４５８３．６２５５３１９５０

－－－�７４．２�９０．３４２５���６２１００．４４０９�２３９．３６４１．９３１１２１９５５

１０２３５８．６２３０�５４．７１０５．１４０６�５０．５１０８．２４０１�３３０．１��６７９２８１９１９６０

－－－�１３１９���８６３１６�１６６６��１０４３５６��７７７７��５８２２１８５１９６５

�５７１４２．１１３９��８３７���６１２０４��８１５���７３２０９��４５０３��３８５１１９３１９７０

－－－��３００���３２�５６��１１１����９�３０��１０４８��１２２�２０１１９７５

��３６�６．５��９���７５���１０�１６���２５���１０�７０���２７４���４１��４０１９８０

－－－���２３����５��８����０����５��０���１８５���２３��１１１９８５

注．１）農業集落カード：御作田・上古田・下古田・粟沢・田道・中沢の総計
　�２）１９３０年�１９６０年：単位（ｔ），１９６５年�：単位（箱），小泉山周辺集落：単位（箱）

資料：１）１９３０�１９４０年：茅野市（１９８７）
　　　２）１９５５年：農林省農林経済局統計調査部（１９５７）
　　　３）小泉山周辺集落：農業集落カード
　　　４）上記以外：農林業センサス

第２表�小泉山周辺集落における養蚕の推移（１９３０�１９８５年）



たが，�１９５８年（昭和３３年）の糸価暴落を境に，現在

に至るまで経済的活動としての養蚕と桑畑の景観

は急激に小泉山周辺からその姿を消した。

　財産区有林と同様に，私有林においてもカラマ

ツの植樹の行われた箇所があるが，植樹が開始さ

れた直後に木材価格の低迷期に入り，以降，私有

林においても，その経済的な意味は急激に衰退し

ていくこととなる。その後，小泉山周辺では宅地

化が進み，急激な人口流入が発生した。しかし，

小泉山の林野は傾斜地であることと，土地区画が

狭小であることから，大規模な宅地化が難しく，

開発用地としての潜在的な可能性も期待されるこ

とはなかった。このように，近年に至るまで，小

泉山は景観上，林野として残存してきたが，かつ

てのその経済的機能は既に失われていた。

２）宗教的空間としての利用

　小泉山中には様々な宗教的施設が立地し，これ

らに関わる行事が古くから行われてきたことか

ら，小泉山は宗教的な空間としての機能も果たし

ていた（第３図）。秋葉社が山中４箇所に分布し

ているが，これと関わりの深い行事は，上古田・

下古田両集落で行われる虫送り行事の一種である

「火とぼし」である���。いずれの集落の火とぼしも

現在まで伝承されており，特に上古田の火とぼし

は茅野市の無形文化財に指定されている。

　その他に，山頂西部に富士浅間社が立地してい

る（第３図中⑧）。富士浅間社は富士河口を模し

た直径約４�，深さ約２�の穴の底部に安置され

ている。また，富士浅間社には粟沢集落から富士

参道を模した参道が通じており，この参道は近世

後期に粟沢集落において組織された○谷 講によって

維持・管理がなされていた���。近代に入り○谷 講は

徐々に衰退していくが，昭和期に入り，再び復活

する。この際の復活時の講旗が現在残っている

が，これによると１９３９年（昭和１４年）から１９４８年

（昭和２３年）にかけて，計９回の代参が行われてい

る（写真４）。しかし，一時的に復興した○谷 講は，

昭和２５年前後に，財産を粟沢財産区に委任し，講

の活動を休止することとなった。これにより，講

によってとりおこなわれていた小泉山の富士浅間

社の祭事は，粟沢集落の祭りである八十八夜祭り

と合祀されるようになり，これにまつわる行事や

参道の手入れ，参道中に建立された祭祀施設など

は徐々に忘れられていくこととなる。また，講の

廃止，世代の移行，個人の価値観の多様化，新住

民の流入により，山中に存在する宗教的施設の由
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写真４�講旗（福田幸宗氏所蔵）
� 粟沢集落における富士講は戦中戦後に一

時復活し，代参が行われた。写真中の講

旗はその当時に利用されたものである。

（２００４年５月撮影）

写真３�小泉山山脚に残る段々畑
� 小泉山南部には段々畑が形成され，かつ

て桑畑として利用された。これらの段々

畑は現在も畑として利用され，写真奥の

林内にもかつての段々畑がいまだ確認で

きる。（２００４年５月撮影）



来やこれらに関する行事の記憶は，火とぼしを除

いて，希薄化していくこととなった。

３）遊び空間

　小泉山は子供達の格好の遊び場でもあった。か

つて，小中学校の通学路として山中の山道を利用

しており，下校途中の山中でよく遊んだという。

スガリと呼ばれる蜂の巣採集，昆虫採集，基地作

り，カジカ採りなどが山中・山周辺で行われた。

特にスガリは親と共に行われることが多く，子供

達は親の所作から，民俗知とも言うべき文字化で

きない様々なローカルな知識を学び取った。ま

た，子供のみの遊びの場合，異年齢の児童からな

る集団単位で行われることが多く，子供達はこれ

らの遊びを通じて，集団性・社会性を学んだ。さ

らに，ここで身に付いた社会性と異年齢間同士の

結びつきは，将来の集落の運営を円滑にしていく

下地ともなっていた。

　しかし，既述したように，林野の手入れが縮小

し，ブッシュ化した山は子供達にとって，またそ

の親達にとっても「危険な場所」と認知されるよ

うになった。また，室内遊具の高度化などの娯楽

の多様化や習い事の増加など，放課後や休日の過

ごし方かつてとは劇的に変化したことにより，小

泉山における遊び空間としての機能は，周辺集落

の子供にとってそれほど重要なものではなくなっ

ていった。
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第３図�小泉山における宗教施設と旧跡の分布（２００４年）
� 資料：現地調査および創造委員会資料
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Ⅲ　「小泉山体験の森」への転換

　以上のように，かつては多面的な機能を持って

いた小泉山であったが，近代以降の経済構造の変

容や個々人の小泉山に対する価値観の変化の影響

を受けて，それらの機能は急速に衰退していっ

た。特に，その経済的機能を失ったことから，人

の手が入らず，景観上も急速にブッシュ化してい

き，宗教的空間，遊び空間としての機能も人々の

記憶から薄れていった。しかし，近年，小泉山に

子供達の自然体験の場・人々のふれあいの場と

いった新たな空間機能，いわばコミュニケーショ

ン機能を創出する動きが顕在化している。

Ⅲ－１　小泉山体験の森創造委員会の発足とそ

の背景

　小泉山に再び視線が注がれるようになった要因

として，茅野市のまちづくりの方針が挙げられ

る。茅野市では１９８８年（昭和６３年）の生涯学習都

市宣言以来，行政のバックアップを受けつつ，公

民館活動を中心とする活発な市民活動が展開して

きた。こうした動向の中，生涯学習から学んだ成

果を地域やまちづくりへ還元しようとする声が高

まり，１９９６年（平成８年）の第３次茅野市総合計

画に，公民協働の「パートナーシップのまちづく

り」という市の基本方針が理念化されるに至る。

これにより，茅野市においては市民の生涯学習活

動がそのまま行政に直結する市政へと移行して

いった。

　これをうけ，福祉２１茅野���，美サイクル茅野���

などのように，これまでの生涯学習にとどまら

ず，政策立案やまちづくりに市民が深く関与する

活動が顕在化してきた。２００１年（平成１３年）の第

３次茅野市総合計画「後期基本計画」においては，

これまでの協働活動の中から行政課題として「福

祉・環境・教育」の三つが選ばれ，これらを柱と

する活動が展開することとなった���。小泉山が注

目されるようになったのは，この三課題のうち

「教育」面からのアプローチであった。

　学校完全週５日制の導入を直前に控えた２００１年

（平成１３年），休日の家庭・地域における子供達の

健全育成が茅野市の教育面における課題であり，

全市的にこの課題に対する取組が行われていた。

その取組の一つとして，市から小泉山周辺集落に

対し，土日の子供の遊び場・教育の場として小泉

山を利用できないか，という提案がなされた。こ

れを受け，同年７月末，市から依頼を受けた区

長，財産区長，地権者からなる１７名の高齢者����が

集合し，「小泉山体験の森創造委員会」が組織され

る。翌８月に小泉山の現地視察が行われるが，財

産区有林では年に数回の手入れが行われていたた

め，その状態は比較的良好であったのに対し，私

有林については，多くの地権者がその管理を放棄

していたため藪山と化していたという。そのた

め，委員会では，小泉山で子供達を受け入れるた

めには山林と山道の整備が急務である，との結論

に達する。これ以降，各集落の地権者への説明

会，近隣小中学校への聞き取り調査，整備方針に

ついての打ち合わせが行われ，同年１１月，「小泉山

体験の森整備事業」として市に採用されたことに

よって，翌年から３カ年計画で小泉山の整備が進

められることになった。

Ⅲ－２　小泉山における空間機能の創出

１）小泉山における整備と組織の展開

　２００２年（平成１４年）の春以降，小泉山の整備が

順次開始された。整備や活用の方向性の変化か

ら，組織もそれに合わせて変化するようになり，

新集落を含んだ小泉山周辺地域を巻き込んだ形で

整備と組織は展開した。整備は登山ルート整備の

線的整備，除間伐や草刈などの面的整備，そし

て，看板や案内板を設置する点的整備の３つに大

別される（第４図）。小泉山における整備は線的

整備を中心に，これに合わせて，面的整備と点的

整備が行われていった。整備初年度にまず着手さ

れたのが，小泉山周辺集落から山頂へいたる登山

口・登山道の確保であった。まず，中沢・田道・

粟沢・下古田・小泉の５ルートの整備とこれに伴

う除間伐が行われた。外来者の利便を考え，市街

に最も近い粟沢口に駐車場が整備されたほか，入
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り口の案内看板を始めとする山内の案内看板も整

備された。加えて，従来の登山道に加えて，草刈

を中心とする柳川河川敷の整備が行われた。

　翌２００３年（平成１５年）には，新規ルートの確保

に加え，昨年同様の整備が行われた。新規の整備

としては，クヌギ・エノキ・クリ・ミズバショウ

などの植栽が行われた。また，茅野市ライオンズ

クラブからの寄付金によって，小泉山体験の森パ

ンフレットや小泉山のマスコットキャラクターの

ピンバッジなどが作成された。２００４年（平成１６

年）には，旧富士講参道や上古田からお菊峠へ至

る旧通学路が再び整備されたほか，山中に点在す

る史跡や地名の由来についての調査報告書が作成

された。また，大泉山に南東麓に立地する多留姫

の滝の整備が開始されている。

　この整備状況とあわせて，組織も変化している

（第５図）。事業の準備段階である２００１年（平成１３

年）時点では，最初の会合に集まった１７名を中心

として，先述した事務局，諏訪森林組合・市関係

者のオブザーバーから組織が構成されていた。整

備初年度の２００２（平成１４年）には，他区の区長と

学校関係者委員会が加わり，徐々に組織が拡大し

ていった。

　２００３年（平成１５年）には，抜本的組織改革が行

われた。まず，下部組織として集落を単位とする

区部会が設置され，その上に，複数の区部会をま

とめる登山口ごとの登山口部会が敷かれた。これ

により，各集落の委員を中心として各集落住民が

―　��　―

第４図�小泉山における整備個所（２００２�２００４年）
� 資料：現地調査および創造委員会資料



責任を持って各登山口に関係する整備を行う体制

に移行した。さらに，部会長からなる代表幹事会

が設置され，各集落における意見や事業の進行状

況の集約が行われるようになった。さらに，山中

に存在する史跡の調査を行う史跡・由来調査部会

と外来者を案内するガイドスタッフ部会，柳川と

多留姫の滝の活用方法を考案する柳川・多留姫部

会が新たに作られた。また，田道集落には，集落

独自に「里山小泉山を守り育てる田道の会」が立

ち上げられ，集落独自の活動が開始された。

２）小泉山における空間機能の創出

　整備が進行するにつれて，小泉山での活動の密

度は高まることとなる。特に，整備における目的

は林野の教育的機能の再評価であったため，小中

学校における学習活動の題材として利用されるこ

とが多い。具体的には，野外学習活動やクラス単

―　��　―

第５図�創造委員会の整備事業と組織体制の経過（２００１�２００４年）
� 資料：小泉山体験の森創造委員会各年中間報告



位での登山，山中の標柱立て，山内に存在する樹

木への名札付け，親子レクリエーションなどが挙

げられる（写真５）。平成１６年には，玉川小学校

のこれまでの集大成でもある小泉山山内の「植物

ガイドブック」が発行されている。その他，地域

住民と小中学生の交流活動として，区の住民との

合同植樹作業，下草刈り，落ち葉拾いなども行わ

れた。全体的なイベントとしては毎年７月末に

「小泉山山開き」がおこなわれ，各年２００名～３００名

が集まっている。

　この整備事業によって，子供達が遊び，学ぶた

めの空間として小泉山の機能が再び創出されたこ

とは言うまでもないが，これに加えて，整備過程

で様々な宗教的施設が再発見されることによっ

て，過去の宗教的空間としての小泉山に注目が集

まることとなった。特に旧富士講参道の整備に伴

い，数多くの旧跡が再発見され，整備事業は過去

に機能していた「宗教的空間」としての小泉山が，

組織委員会だけではなく，地域住民にも想起され

るきっかけとなった（写真６）。また，粟沢集落

における富士講についても，その歴史が住民に

よって再認識され，再開の気運が高まっている。

　この一連の過程で，これまで小泉山に関係する

各区の区長や財産区関係者が中心であった組織か

ら，小泉山に権利を持たない新集落の地域住民も

加わるようになり，その組織の規模は格段に拡大

した。これまで顔を知ることも無かった他区の住

民とも意見を交換したり，共に行動したりするこ

とも多くなり，住民間のコミュニケーションが小

泉山を通じて拡大することとなった。また，これ

まで事業の進行を通じて，事務局である教育委員

会と様々に折衝を進めることによって，官民間の

交流が図られ，地域間だけではなく，官民という

障壁も希薄化していった。小泉山においては子供

達にとっての学習・遊び空間という機能が再準備

される一方で，大人たちにとっても小泉山を媒介

として，昔の生活を想起させられたり，コミュニ

ケーションを図ったりするという，いわばコミュ

ニケーションの空間としての機能が創出されたと

いえよう。
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写真５�小学生による標柱立て
� 教育の一環として，集落住民と地元の小

中学校による小泉山周辺の共同整備作業

が数多く行われている。写真は山開きの

際の標柱立ての模様である。（２００４年７月

撮影）

写真６�再発見された食行弥勒坐像
� 旧富士講参道の整備に伴い，いくつかの

宗教的施設が再発見された。写真中の食

行弥勒坐像は作業中に土の中から発見さ

れた。（２００４年７月撮影）



Ⅳ　おわりに

　近世を通じて入会林野であった小泉山は近代に

入り，木材資源の供給地として，また，養蚕に欠

かせない桑の供給地として集落にとって欠かせな

い経済的空間であった。しかし，これらの経済的

空間は近代以降大きく変容し，高度経済成長期の

前後に崩壊した。また，これに伴って，宗教的空

間と遊び空間としての小泉山も人々に忘れられて

いくこととなった。しかし，近年，教育的見地か

ら小泉山に注目が集まり，その新たな機能が整備

活動を通じて再び発見された。

　小泉山は経済的な空間から，子供達に学ぶ場・遊

ぶ場を大人達にはコミュニケーションの場を提供

するコミュニケーションの空間として再発見され

たといえよう。この空間機能はかつての小泉山の

ように，人々に直接的な経済財として富をもたら

すことは無い。しかし，小泉山という空間を媒介

として，人と人との繋がりという，人間が人間ら

しい生き方をするための重要な要素を再び活性化

させつつある。つまり，小泉山の中心的な機能は

経済的な空間から，社会共通資本的����な空間とし

て再定義されたといえるであろう。

　小泉山に関する課題は以下のようになる。一つ

目は遊び場としての小泉山に関する課題である。

学校教育レベルでは小泉山を利用していることは

明らかであるが，自主的に子供達はそこへ遊びに

行っているか，実際に小泉山が遊び空間として子

供達に認知され，身体化されているか，というこ

とが課題である。二つ目に「里山」としての小泉

山，という観点である。茅野市においては２００４年

に里山保全条例が制定され，市側では小泉山が里

山保全条例の適用第一号と目されている。無論，

小泉山をさして「里山」ということは可能であろ

う。しかし，小泉山の整備は既述のとおり「里

山」として小泉山を「保全」することが第一の目

標ではない。聞き取りによると「私達の活動の目

標は『里山』という言葉で表現されるような自然

保護活動ではない」という委員もおり，昔からの

小泉山を知る人々の中には「里山」という言葉に

違和感を覚える人も少なくないと言う。このよう

な小泉山への錯綜するまなざしを我々はいかに理

解すべきであろうか。いずれにせよ，小泉山にお

ける林野の空間的機能が再発見されたのは，ごく

近年のことに過ぎない。この機能を次世代にいか

に継承させていくかが後年の課題となるであろ

う。
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　本稿の作成にあたり，小泉山体験の森創造委員会の白鳥恵朗様，永由桃介様，福田幸宗様をはじめと

して，小泉山周辺各区の皆様方には多大なるご協力を賜りました。また，茅野市教育委員会学習企画課

の金子　強課長，樋口尚宏係長，伊藤俊成主事におきましても，資料の閲覧や関係者の紹介など多大な

ご協力を賜りました。全ての方のお名前を挙げることはできませんが，ここに記して深く感謝申し上げ

ます。
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